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(1
)




『
ア
ッ…

…

！
　
あ
、
ァ…

ア
ァ
ッ…

!!
』


『…
…

…
ス
レ
イ
ン
』


『
ヒ
ッ…

！
　
あ…
ィ…

ッ…

！
　
は
ア
ッ…

ァ
!!
』


　
グ
チ
ュ
ク
チ
ュ
、
ヌ
プ…

ズ…

パ
ン
、
パ
ン…

。




　…

何
だ
こ
れ
。


　
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
。
ど
ん
、
ど
ん
。
ど
ん
！
　
バ
ン
！


「
っ…

、
く
そ…

」


　
早
鐘
の
よ
う
な
心
臓
に
体
内
の
血
液
が
凝
縮
す
る
。
膝
が
震
え
、
目
眩
が
視
界
を
黒
く
し
た
。


『
す
レ…

ィ
ん
』


「
っ…

！
」


　
ど
こ
か
ら
？
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『
ス…

れ
、
い
、
ン
』


『
す
れ
、
イ
！
　
ン
』


『
ス
レ
、…

…

い…

！
　…

…
…

…

ン
』


『
ス
レ…

ィ
!!
　…

ん
ん
ん
ン
』


　
怖
い
怖
い
怖
い
。


「
ハ
ァ…

、
ハ
ァ…
、
ハ
ァ…

！
」


　
出
口
は
な
い
。
玄
関
か
ら
リ
ビ
ン
グ
へ
。
足
を
踏
み
入
れ
た
途
端
、
テ
レ
ビ
画
面
に
、
パ
ソ
コ
ン

の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
に
砂
嵐
そ
し
て
映
像
。
薄
暗
い
室
内
で
重
な
る
二
人
の
人
間
と
鮮
明
に
過
ぎ
る
音

声
。


『
ァ
ア
ッ…

!!
　
ァ…

あ
ン
！
　
あ
、
あ
、
い
、
い
な…

』


『
ス
レ
イ
ン…

っ
！
』


　
不
気
味
な
声
が
割
っ
て
入
る
。


『
ス
れ
ィ
ん
す
レ
イ
ン
ス
レ
い
ん
ス
れ
い
ん
す
レ
イ
ン
ス
レ
ィ
い
ン
ス
、
レ
イ
ン
』


　
や
め
て
く
れ
や
め
て
く
れ
や
め
て
く
れ
お
か
し
く
な
る
。
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後
ず
さ
り
す
る
と
音
量
が
上
が
っ
た
。
耳
を
塞
い
で
次
々
ド
ア
を
開
け
放
つ
。
何
処
だ
。
何
処
な

ら
い
い…

!?
　
何
処
な
ら
ア
イ
ツ
は
追
い
か
け
て
こ
な
い…

!?


　
寝
室
は
駄
目
だ
。
玄
関
も
駄
目
。
リ
ビ
ン
グ
は
勿
論
キ
ッ
チ
ン
も
。


『
ス…

レ…
ィ…

、…

』


　
バ
タ
、
バ
タ
ン
。


　
風
呂
場
に
逃
げ
込
み
ロ
ッ
ク
す
る
。
力
が
抜
け
て
、
バ
ス
タ
ブ
に
尻
餅
を
つ
い
て
座
り
込
ん
だ
。

汗
が
前
髪
か
ら
ポ
タ
ポ
タ
落
ち
て
ジ
ー
ン
ズ
に
染
み
を
作
っ
た
。


「
な
ん…

な
ん
だ…

あ
れ…
」


　
あ
ら
ゆ
る
電
子
機
器
が
お
か
し
く
な
っ
た
。
映
像
と
音
声
は
身
に
覚
え
が
あ
り
す
ぎ
る
。
誰
が
？
　

何
処
か
ら
？
　
何
の
た
め
に
？
　
あ
い
つ
、
知
っ
て
い
る
の
か…

い
や
知
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ど
う
し

よ
う
。
何
て
言
え
ば
い
い
？


「
伊
奈
帆…

」


　
ピ
、
ピ
ッ…

ジ
ジ
、
ジ…

ジ
ー
。


　…

何
の
音
だ
？
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『
ス
』


　
び
く
り
と
身
体
中
が
本
能
的
に
震
え
跳
ね
た
。
目
が
回
り
倒
れ
こ
み
そ
う
な
体
を
支
え
る
た
め
反

射
的
に
バ
ス
タ
ブ
の
底
面
に
両
手
を
つ
く
。


「
ッ…

…

え…
…

…

!?
」




　
肩
越
し
に
振
り
向
く
と
、
風
呂
の
給
湯
器
が
狂
っ
た
よ
う
に
点
滅
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
緑
。
そ

し
て
赤
。
普
段
は
湯
を
溜
め
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
電
子
音
が
歪
に
組
み
合
わ
さ
り
お
ぞ
ま
し
い
声
で
。


『
ス
レ
イ
ン
』


　
僕
の
名
を
呼
ん
だ
。
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（
２
）




「
ど
う
か
し
た
？
」


　
伊
奈
帆
の
声
に
我
に
返
る
。
え
え
と…

今
ま
で
ど
う
し
て
い
た
ん
だ
っ
け
。
あ
あ
、
そ
う
だ
。
夕

食
の
途
中
だ
っ
た
。


「
い
や…

何
も
」


　
隻
眼
か
ら
視
線
を
外
し
て
、
コ
ロ
ッ
ケ
に
箸
を
刺
す
。
ざ
く
ざ
く
と
衣
が
割
れ
て
中
の
じ
ゃ
が
い

も
が
顔
を
覗
か
せ
た
。
皿
に
散
っ
た
ソ
ー
ス
を
絡
め
る
が
、
ど
う
も
食
べ
る
気
に
な
れ
な
い
。


「
僕
が
い
な
い
間
に
何
か
あ
っ
た
？
」


　
伊
奈
帆
が
ま
た
聞
い
た
。
根
拠
も
な
い
く
せ
に
、
こ
う
い
う
時
は
引
か
な
い
。
言
う
に
困
っ
て
、

僕
は
仕
方
な
く
ソ
ー
ス
塗
れ
の
黒
い
塊
を
口
に
入
れ
た
。


　
何
か
あ
っ
た
か
、
と
言
え
ば
そ
れ
は
も
う
、
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ど
う
説
明
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ

う
か
。


　
風
呂
場
で
給
湯
器
は
僕
の
名
前
を
呼
び
、
そ
し
て
沈
黙
し
た
。
そ
れ
以
降
は
テ
レ
ビ
も
、
パ
ソ
コ
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ン
も
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
も
冷
蔵
庫
も
炊
飯
器
も
電
子
レ
ン
ジ
も
湯
沸
ポ
ッ
ト
も
固
定
電
話
も
何
も
か

も
が
静
寂
を
取
り
戻
し
て
い
た
。
伊
奈
帆
が
帰
る
ま
で
の
間
、
何
も
触
る
気
に
な
れ
な
く
て
リ
ビ
ン

グ
の
ソ
フ
ァ
で
膝
を
抱
え
て
じ
っ
と
待
っ
た
。
汗
と
鳥
肌
が
同
時
に
出
る
な
ん
て
初
め
て
の
こ
と
で
、

一
人
の
時
間
に
つ
い
て
独
房
に
い
た
頃
よ
り
も
長
く
感
じ
た
こ
と
に
驚
い
た
。
い
つ
も
通
り
の
チ
ャ

イ
ム
音
で
玄
関
が
開
き
、
伊
奈
帆
が
取
手
を
引
い
て
も
何
も
言
わ
な
い
冷
蔵
庫
を
認
識
し
、
安
堵
に

た
め
息
が
こ
ぼ
れ
た
。


　
夢
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
今
で
は
思
う
。
う
た
た
寝
を
し
て
、
浅
い
眠
り
で
見
た
悪
い
夢

だ
っ
た
の
だ
と
。
そ
う
思
う
と
、
何
も
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
無
く
て
。


「
嫌
な
夢
を
見
た
だ
け
」


　
そ
う
い
う
こ
と
に
す
る
。


「
そ
う
」


　
伊
奈
帆
は
そ
れ
以
上
何
も
聞
か
ず
、
白
米
を
口
へ
運
ん
だ
。
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「
は
、
あ…

あ
あ
ッ…

！
　
ま
、
ま
っ
て…

！
」


　
肩
を
押
す
と
、
不
思
議
と
言
う
よ
り
心
配
そ
う
な
顔
が
近
く
に
あ
っ
た
。


「…

ど
う
か
、
し
た
？
」


　
い
つ
も
の
他
愛
無
い
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
だ
。
こ
う
い
う
こ
と
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
こ
に
来

る
前
か
ら
。
独
房
で
、
中
庭
で
、
面
会
室
で
。
程
度
の
差
は
あ
れ
ど
、
体
を
触
れ
合
わ
せ
て
何
か
を

満
た
す
こ
の
行
為
は
常
に
監
視
下
で
行
わ
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
。
だ
か
ら
あ
ま
り
に
今
更
だ
。
だ
け

ど
。


「
は
ぁ…

、
は…

…

ぁ
、
そ
の…
、
伊
奈
帆
」


　
監
視
カ
メ
ラ
は
、
ど
こ
に
？


「
何
？
」


「…
…

い
や
、
何
で
も
な
い
」


　…

聞
け
る
わ
け
が
な
い
。
機
密
事
項
の
は
ず
だ
。
正
確
な
数
は
知
ら
な
い
が
、
死
角
の
無
い
よ
う

全
て
の
部
屋
に
複
数
。
そ
ん
な
の
、
確
認
す
る
の
も
馬
鹿
ら
し
い
。
で
も
。


フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
昼
間
の
光
景
。
ま
ざ
ま
ざ
と
写
し
出
さ
れ
た
の
は
紛
れ
も
な
く
僕
ら
で
。
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こ
の
映
像
は
、
ど
こ
へ
？
　
あ
れ
は
ど
う
し
て
？
　
あ
の
声
は
誰
が
？


　
一
体
、
誰
が
僕
を
呼
ん
だ
？


「…

ス
レ
イ
ン
？
」


「
何
で
も
な
い
、
続
き
を…

」


　
伊
奈
帆
は
僕
の
前
髪
を
掻
き
上
げ
て
額
に
顔
を
寄
せ
た
。


「
も
う
寝
よ
う
」


　
こ
つ
ん
、
と
額
と
額
が
音
を
立
て
、
毛
布
が
ふ
わ
り
と
空
気
を
含
ん
で
肩
に
か
か
っ
た
。
ぽ
す
、

と
隣
の
枕
が
空
気
を
吐
き
出
し
。


「
お
や
す
み
、
ス
レ
イ
ン
」


　
伊
奈
帆
は
そ
う
言
っ
て
僕
の
髪
を
一
度
梳
い
た
。
こ
の
手
に
慣
れ
た
の
は
い
つ
か
ら
だ
っ
た
か
。


「…

お
や
す
み
」


　
伊
奈
帆
は
両
目
を
閉
じ
た
。
僕
は
。


　
僕
は
。


　
瞼
を
閉
じ
る
の
が
怖
い
。
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ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
、
ビ
、…

ジ
、
ジ
、
ブ
ッ…

…

ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
ｐ
ｐ
ｐ

ｐ
ｐ
ｐ
ｐ…

―
―

―

。


　
バ
バ
バ
バ
バ
、
パ
ッ
、
パ
、
ジ…

ビ
ー―

―
―

―

！
！
！
！
！


『sh
sh

sssssssrrrrr
レ
れ
レ
れ
レ
れ
レ
れiiiiiiii

イ
イ
い
い
い
い
い
い
い
』


『
ア
ア
ア
あ
あ
ア
ア
あ
あaaaaaaaaa

ァ
あ
あ
ア
ア
』


『
オ
オ
オ
ォ
ォ
ォ-o

o
o

o
o

o
o

o
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
』


「
ヒ
ッ…

…
…

！
」


　
が
な
り
立
て
る
家
電
に
正
気
が
暗
転
す
る
。
心
構
え
が
で
き
て
は
い
て
も
、
生
理
的
な
恐
怖
が
喉

を
せ
り
上
が
る
。
口
を
手
で
押
さ
え
る
と
、
耳
か
ら
の
刺
激
が
殊
更
大
き
く
頭
蓋
に
反
響
し
た
。


　
来
る
来
る
来
る
来
る
な
来
る
な
来
る
な
こ
っ
ち
に
来
る
な
。


『…

い…

、
ン
、
ん
』


「
は
っ…

、
は
っ…

、
は
っ…

、
」
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苦
し
い
。
逃
げ
場
な
ど
無
い
こ
と
は
知
っ
て
い
る
分
か
っ
て
い
る
の
に
、
縺
れ
る
足
が
フ
ロ
ー
リ

ン
グ
を
蹴
る
。
音
は
媒
体
を
変
え
て
追
い
か
け
て
く
る
。


『
ス
、
、
、
、
、
、
レ
、
、
、
、
、
、
イ
、
、
、
、
、
ン
』


『
ス
、
、
レ
、
イ
、
、
、
、
ン
、
、
、
、
、
』


『
ス
レ
、
イ
、
ン
』


　
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
、
ガ
チ
ャ
、
ド
ン
、
ド
ン
！
　

ド
ォ
ン
！
　
ド
ン
、
ド
ン
！
　
ド
ン
！
　
ド
ン
！
　
ド
ン
！
　
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
、

ダ
ン
!!


『
ス
レ
イ
、
ン
、
、
、
、
』


『
ス
レ
イ
ン
、
、
、
ス
レ
イ
ン
、
、
』


『
ス
レ
イ
ン
、
ス
レ
イ
ン
ス
レ
イ
ン
ス
レ
イ
ン
、
ス
レ
、
イ
ン
』


　
や
め
ろ
や
め
ろ
呼
ぶ
な
来
る
な
。


「
っ
あ…

！
」


『
ス
レ
イ
ン
ス
レ
イ
ン
ス
レ
イ
ン
ス
レ
イ
ン
ス
レ
イ
ン
ス
レ
イ
ン
ス
レ
イ
ン
ス
レ
イ
ン
ス
レ
イ
ン
ス
』
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何
処
何
処
何
処
、
何
処
に
行
け
ば
？
　
何
処
に
行
っ
た
ら
正
気
を
保
て
る
??


　
こ
い
つ
は
一
体
何
だ
？


　
ど
う
し
て
僕
を
呼
ぶ
!?


『
ス
レ
イ
ン
ス
レ
イ
ン
ス
レ
イ
ン
ス
レ
イ
ン
』


『
オ
や
す
ミ
お
や
ス
ミ
オ
や
す
み
お
ヤ
ス
ミ
』


『
オ
ヤyyyyyyyy

ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
い
い
い
い
い
い
い
』


　
目
の
前
が
真
っ
暗
に
な
る
。
頭
を
壁
に
ぶ
つ
け
た
。


「
ハ
ア
、
ハ
ア
、
ハ
ア
、
ハ
ア…
！
」


　
バ
タ
、
バ
タ
ン
！
　
ガ
タ
ン
！
！
！
！
ガ
ン
、
ガ
ン
、
ガ
ン
！


『
ス
レ
レ
れ
レ
れ
い
い
い
ン
ん
す
す
す
ス
ス
ス
す
れ
イ
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ス
レ
す
レ
ス
れ
』


　
入
っ
て
く
る
な
入
っ
て
く
る
な
や
め
ろ
き
え
ろ
僕
を
呼
ぶ
な
。


「
ぅ
あ…

っ…

！
」


　
体
が
動
か
な
い
。


『
ス
レ
イ
ン
、
、
、
、
ス
レ
イ
ン
、
、
と
、
ト
、
ろ
い
、
い
イ
、
、
や
、
ド
お
お
オ
オ
オ
ォ
ォ
ォ
、
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、
、
』


　
目
は
見
え
る
。
倒
れ
た
僕
の
目
の
前
に
は
血
が
付
い
て
放
電
す
る
割
れ
た
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
。
さ
っ
き
僕
が
壊
し
た
。
音
は
こ
こ
か
ら
。
あ
あ…

、
ま
だ
壊
れ
て
な
い
か
。
し
ぶ
と
い
ん
だ

な
。


　
気
が
付
く
と
、
パ
ソ
コ
ン
だ
け
が
喋
っ
て
い
た
。
ぎ
ゅ
る
ぎ
ゅ
る
回
路
を
貪
り
な
が
ら
。


『
ス
レ
イ
ン
、
、
ト
ロ
、
イ
、
、
ヤ
ー
ー
ー…

ド…

』


　
継
ぎ
接
ぎ
だ
ら
け
の
無
様
な
音
声
。
執
念
深
く
て
し
つ
こ
く
て
何
度
も
何
度
も
僕
の
名
を
呼
ぶ
。

お
前
、
お
前
は
。


「…

お
前
は
誰
だ
？
」


　
パ
ソ
コ
ン
の
モ
ニ
タ
が
点
滅
。
長
短
の
リ
ズ
ム
。


　―
―

Ａ
・
Ｎ
・
Ａ
・
Ｌ
・
Ｙ
・
Ｔ
・
Ｉ
・
Ｃ
・
Ａ
・
Ｌ
・
Ｅ
・
Ｎ
・
Ｇ
・
Ｉ
・
Ｎ
・
Ｅ―

―




　
美
し
く
正
確
な
モ
ー
ル
ス
符
号
。


「…
…

…

お
前
、
そ
っ
ち
の
方
が
喋
り
や
す
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」


　―
―

Ｙ
・
Ｅ
・
Ｓ―

―
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だ
っ
た
ら
、
驚
か
す
な
よ
。
急
に
い
ろ
い
ろ
喋
り
出
し
て
怖
い
だ
ろ
う
。
昨
日
の
風
呂
場
の
点
滅

を
想
起
す
る
。…

…
…

あ
あ
、
あ
れ
も
意
味
が
あ
っ
た
の
か
。
早
口
す
ぎ
て
分
か
ら
な
か
っ
た
。


　
痺
れ
が
引
い
て
、
手
足
の
感
覚
が
戻
っ
て
き
た
。
床
に
尻
を
つ
い
て
座
り
、
パ
ソ
コ
ン
を
見
下
ろ

す
。
無
言
で
僕
の
言
葉
を
待
っ
て
い
る
。


　
自
己
紹
介
は
、
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
落
ち
着
い
て
し
て
く
れ
。
え
え
と
。
昨
日
ど
う
や
っ
て
点
滅
し

た
っ
け
。…

…
…

そ
う
か
、
な
る
ほ
ど
。
分
か
り
難
い
が
、
要
す
る
に
。


「
お
前
は
伊
奈
帆
か
」


　―
―

Ｙ
・
Ｅ
・
Ｓ―

―
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（
３
）




「
こ
の
行
動
の
理
由
を
説
明
し
て
く
れ
。
つ
ま
り
、
家
電
を
通
じ
て
僕
だ
け
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ

た
理
由
。
そ
れ
も
大
層
過
激
な
」


　
ピ―

―
―

―
―

―
―

…

。
ざ
ざ
ざ
、
ざ
ー
、
ザ
ー
ー
ー
ー…

。


『
す
、
レ…

イ
ン
』


　
び
く
り
と
体
が
跳
ね
た
。
テ
レ
ビ
の
液
晶
の
砂
嵐
に
紛
れ
ソ
レ
は
不
気
味
に
言
葉
を
繋
ぐ
。


「…

だ
か
ら
、
そ
れ
は
怖
い
」


　…

と
は
言
う
も
の
の
、
パ
ソ
コ
ン
は
虫
の
息
だ
し
、
言
っ
て
も
仕
方
な
い
か
。


『
ス
く
ぅ…

ワ
、
れ
、…

タ
？
』


　
ス
ク
ワ
レ
タ
？


　
す
く
わ
れ
た
？


　…

救
わ
れ
た
？


『
ス
レ
イ
ン
・
ト
ロ
イ
ヤ
ー
ド…

ハ
は
は
ハ
は…

す
ク…

ス
、
ク
、
わ
れ
た
あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
か
か
か
か
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か
あ
あ
ア
あ
あ
ア
ア
？
』


　
神
経
に
触
る
電
子
音
の
洪
水
。


　
冷
水
を
浴
び
せ
ら
れ
た
よ
う
に
血
の
気
が
引
い
た
。




　
ー
ー
ー
ス
レ
イ
ン
・
ト
ロ
イ
ヤ
ー
ド
は
救
わ
れ
た
か
？




『
イ
ナ
ホ
イ
ナ
ホ
イ
ナ
ホ
イ
ナ…
―

―
―

ピ
ー
ー
ー
ー
ー
ー…

』


　
ぶ
つ
ん
。


　
静
寂
。
滴
る
血
。
焦
げ
た
袖
。
粉
々
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
モ
ニ
タ
。


「
救
わ
れ
た
の
か…

？
」





「
ス
レ
イ
ン
」


　
伊
奈
帆
の
声
。
そ
う
、
こ
れ
は
伊
奈
帆
の
声
だ
。
今
、
目
の
前
で
湯
呑
に
茶
を
注
い
だ
男
の
口
か
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ら
発
生
し
た
声
だ
。


「
何
だ
？
」


「
様
子
が
お
か
し
い
。
ど
う
し
た
の
？
」


　
相
変
わ
ら
ず
目
ざ
と
い
。
こ
う
い
う
所
は
監
獄
か
ら
ず
っ
と
だ
。
ほ
ん
の
些
細
な
怪
我
や
不
調
は

隠
し
た
っ
て
い
つ
も
ば
れ
た
。


　
食
事
は
喉
を
通
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
僕
に
は
時
々
あ
る
こ
と
だ
か
ら
。
だ
か
ら
伊
奈
帆
も
そ
こ
を

強
く
は
言
わ
な
い
。
別
の
兆
候
か
ら
、
何
か
に
感
づ
い
た
の
だ
ろ
う
。
伊
奈
帆
に
は
、
今
の
僕
は
ど

う
見
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。


「…

僕
は
救
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
」


　
伊
奈
帆
が
空
気
を
止
め
た
。
固
定
さ
れ
た
隻
眼
。
気
後
れ
を
感
じ
つ
つ
視
線
を
交
わ
す
。
感
情
の

底
の
色
を
し
て
い
る
。


「
救
い
と
は
何
だ
ろ
う
」


　
質
問
を
質
問
で
返
す
の
は
ら
し
く
な
い
。
で
も
、
そ
れ
を
言
う
気
持
ち
は
理
解
で
き
た
。
伊
奈
帆

も
分
か
ら
な
い
の
だ
。
僕
に
も
。
誰
に
も
。
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「
生
き
る
こ
と
だ
ろ
う
か
」


　
こ
れ
は
僕
の
言
葉
。


「
死
ぬ
こ
と
だ
ろ
う
か
」


　
こ
れ
は
伊
奈
帆
の
言
葉
。


「
伊
奈
帆
」


　
静
か
な
空
間
。
二
人
き
り
で
、
あ
の
面
会
室
に
立
ち
も
ど
っ
た
よ
う
な
。
僕
は
頼
む
と
言
っ
て
、

伊
奈
帆
は
駄
目
だ
、
と
言
っ
た
。
生
き
る
ん
だ
、
と
そ
し
て
告
げ
ら
れ
た
願
い
は
。


　―
―

ス
レ
イ
ン
・
ト
ロ
イ
ヤ
ー
ド
を
救
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
彼
を
不
幸
の
連
鎖
か
ら―

―




「
生
き
る
こ
と
と
死
ぬ
こ
と
。
救
い
に
関
し
て
、
そ
の
両
者
に
ど
れ
ほ
ど
の
違
い
が
あ
る
？
」


　
夜
が
終
わ
る
よ
う
な
長
い
沈
黙
だ
っ
た
。
伊
奈
帆
は
す
っ
か
り
冷
め
た
湯
呑
を
一
瞥
し
て
、
や
っ

と
口
を
開
い
た
。


「
僕
は
、
ま
だ
君
と
い
た
い
。
生
き
て
い
る
君
と
」


　
何
だ
。
そ
れ
だ
け
の
こ
と
な
の
か
。
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ピ
、
ピ
ピ
ピ…

ビ
ー―

―
―

―
―

!!
　
ビ
ビ
ビ
ビ
ビ…

―
―

―
―

。


「
い
つ
も
派
手
だ
な
」


　
吠
え
だ
し
た
テ
レ
ビ
を
見
下
ろ
す
。
砂
嵐
は
昨
日
よ
り
ま
し
か
。


『
ス
レ
イ
ン
、
ス
、
ク
、
ワ
、
レ
、
タ
？
』


「
言
葉
が
上
達
し
た
な…
」


　
僕
の
名
前
に
関
し
て
は
、
徐
々
に
一
定
に
均
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
た
。
継
ぎ
接
ぎ
で

も
分
か
る
こ
の
高
低
と
抑
揚
は
あ
い
つ
が
僕
を
呼
ぶ
言
い
方
を
明
ら
か
に
真
似
て
い
て
、
そ
れ
が
多

分
数
日
中
に
は
冗
談
じ
ゃ
な
い
く
ら
い
の
精
度
に
な
る
だ
ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。


『
ふ
！
！
！
！
！
！
こ
こ
こ
こ
こ
コ
コ
う
の
、
ノ
ノ
ノ
ノ…

…
…

レ
ン
レ
ン
レ
ン
レ
ン
レ
ン
サ
サ
さ

さ
さ
さ
カ…

ラ
、
す
、
く
、
ワ
レ
タ
？
』


　
不
幸
の
連
鎖
。
そ
ん
な
風
に
思
わ
れ
た
ん
だ
な
姫
様
に
。
僕
は
。
ど
こ
ま
で
も
哀
れ
だ
。


「
僕
は
不
幸
だ
と
思
う
か
？
」


『
不
足
不
足
デ
デ
で
ー
デ
デ
、
デ―

―
―

タ
タ
た
た―

―
不
足
』
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そ
う
か
。
こ
い
つ
が
伊
奈
帆
の
体
内
に
い
た
の
は
サ
テ
ラ
イ
ト
ベ
ル
ト
か
ら
海
岸
ま
で
。
僕
の
こ

と
を
、
そ
う
か
。
ま
だ
知
ら
な
い
の
か
。


　
な
の
に
あ
の
時
、
あ
い
つ
は
僕
の
手
を
掴
ん
だ
ん
だ
な
。


「
い
い
だ
ろ
う
。
教
え
て
や
る
。
僕
が
誰
か
。
最
初
か
ら
」


　
僕
も
誰
か
に
は
、
言
い
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。


『
ピ
ー…

…

キ
ュ
ル
キ
ュ
ル
、
ジ
ジ
、
ジ…

ジ
ー
ー
ー
ー
ー
』


「
お
前
は
、
全
て
聞
い
た
ら
ど
う
す
る
の
か
な
」


　
僕
の
敵
だ
っ
た
頃
の
伊
奈
帆
。
救
い
と
は
何
か
、
お
前
が
教
え
て
く
れ
る
の
か
。
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（
４
）




「
行
っ
て
き
ま
す
」


「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」


　
一
瞬
の
空
白
。
そ
し
て
扉
が
閉
ま
る
。
遠
ざ
か
る
壁
越
し
の
足
音
。
そ
の
う
ち
聞
こ
え
な
く
な
っ

た
。
い
つ
も
僕
は
伊
奈
帆
の
気
配
が
消
え
る
ま
で
こ
こ
に
つ
っ
立
っ
て
瞼
を
閉
じ
る
。
今
日
は
そ
の

後
も
。


『
ス
レ
イ
ン
』


　
や
は
り
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
ス
ピ
ー
カ
ー
が
口
を
聞
い
た
。
発
音
が
よ
く
似
て
い
る
。
今
し
が
た
出

て
行
っ
た
は
ず
な
の
に
。


「…

い
き
な
り
だ
な
」


『
ス
レ
イ
ン
、
ツ
、
ツ
、…

つ
ず
づ
ヅ
ズ
ズ
ヅ
ツ
ヅ
、
キ
き
き
き
き…

』


「…

あ
あ
」


　
こ
の
、
伊
奈
帆
の
一
部
で
あ
っ
た
思
考
と
の
会
話
も
こ
れ
で
四
日
目
。
何
だ
っ
て
こ
い
つ
が
こ
ん
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な
拙
い
言
語
で
僕
に
絡
ん
で
く
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
上
達
は
目
ざ
ま
し
い
。
そ
の
う
ち
、
「
調

子
は
？
」
と
か
あ
い
つ
み
た
い
に
聞
き
出
す
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
な
。


「
そ
の
前
に
、
お
前
の
こ
と
を
も
う
少
し
話
せ
」


『
ぼ
く
？
』


　
び
っ
く
り
す
る
。
な
ん
だ
、
そ
の
声
。
あ
い
つ
じ
ゃ
な
い
か
。


「
伊
奈
帆
は
お
前
を
外
し
た
」


　―
―

Ｙ
・
Ｅ
・
Ｓ―

―



「
今
ま
で
ど
こ
に
い
た
？
」


　―
―

Ｓ
・
Ｌ
・
Ｅ
・
Ｅ
・
Ｐ―

―



「
ど
う
し
て
こ
こ
へ
？
」


　―
―

Ｈ
・
Ｅ
・
Ｌ
・
Ｌ
・
Ｏ
・
Ｗ
・
Ｏ
・
Ｒ
・
Ｌ
・
Ｄ―

―




　
な
る
ほ
ど
。


「
誰
が
起
動
し
た
？
」


　―
―

Ｕ
・
Ｎ
・
Ｋ
・
Ｎ
・
Ｏ
・
Ｗ
・
Ｎ―

―
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「
分
か
っ
た
」


『
ス
レ
イ
ン
、
ニ
、
ア
イ
に
』


「
な
ぜ
？
」


『
イ
ナ
ホ
、
ガ
、
サ
、
ガ
、
シ
タ
タ
タ
』


「
そ
う
か
」


　
玄
関
先
で
い
つ
ま
で
も
す
る
会
話
じ
ゃ
な
い
か
。


「
リ
ビ
ン
グ
で
話
そ
う
」


『
ハ
、
イ
』


　
素
直
な
や
つ
。





「
ご
飯
、
お
か
わ
り
す
る
？
」


「
え
？
」


「
も
う
な
い
か
ら
」
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今
日
は
よ
く
食
べ
る
ね
、
と
言
わ
れ
て
見
る
と
、
茶
碗
の
中
は
空
、
お
か
ず
も
ほ
と
ん
ど
食
べ
き
っ

て
い
た
。


「
い
や
、
い
い
」


「
そ
う
」


　
対
し
て
伊
奈
帆
は
進
ま
な
い
よ
う
だ
。
い
や
、
も
う
完
食
に
近
い
が
。
噛
む
様
子
が
ど
こ
か
作
業

的
に
見
え
る
。


「
ど
う
か
し
た
の
か
？
」


　
伊
奈
帆
が
ぱ
ち
り
と
瞬
い
た
。


「
心
配
し
て
く
れ
て
る
？
」


「…

ま
あ
、
そ
う
だ
」


　
肩
を
竦
め
伊
奈
帆
は
微
笑
ん
だ
。


「
何
で
も
な
い
よ
」


　
そ
う
は
見
え
な
い
け
れ
ど
。
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寝
室
の
ベ
ッ
ド
の
中
。
あ
っ
さ
り
と
し
た
就
寝
の
挨
拶
を
交
わ
し
て
数
分
後
、
伊
奈
帆
が
言
っ
た
。


「
ね
え
ス
レ
イ
ン
」


　
顔
を
横
に
向
け
る
と
、
伊
奈
帆
の
右
目
は
天
井
を
見
て
い
た
。


「
何
だ
？
」


「…
…

…

い
や
、
や
っ
ぱ
り
い
い
」


　…

変
な
や
つ
。
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(5
)




『
ス
レ
イ
ン
』


「
あ
あ
、
お
は
よ
う
」


『
お
ハ
、
ヨ
、
ウ
』


「
な
か
な
か
上
手
い
」


　
コ
ー
ヒ
ー
が
丁
度
出
来
た
。
カ
ッ
プ
に
注
い
で
ソ
フ
ァ
に
向
か
う
。
ア
ナ
リ
テ
ィ
カ
ル
エ
ン
ジ
ン

は
こ
こ
数
日
と
み
に
静
か
だ
。
話
す
べ
き
こ
と
は
全
て
話
し
た
か
ら
、
も
う
話
題
も
な
い
。


　
中
身
が
半
分
ほ
ど
に
減
っ
た
頃
、
ノ
イ
ズ
が
揺
れ
た
。
テ
レ
ビ
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
声
。


『
ス
レ
イ
ン
は
、
コ
ー
ヒ
ー
ニ
サ
ト
ウ
ヲ
イ
レ
ナ
イ
？
』


「
あ
あ
」


『
イ
ナ
ホ
は
イ
れ
る
』


「
知
っ
て
る
。
三
杯
だ
ろ
」


　
プ
ツ
、
ツ…

と
テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
た
の
は
ソ
フ
ァ
に
並
ん
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
い
る
場
面
。
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い
つ
の
だ
ろ
う
な
。
こ
れ
。
音
は
な
い
。


『
イ
ナ
ホ
は
ア
マ
イ
ノ
が
ス
キ
』


　
映
像
が
切
り
替
わ
る
。


「
そ
う
だ
な
」


『
イ
ナ
ホ
は
タ
マ
ゴ
が
ス
キ
』


　
映
像
が
切
り
替
わ
る
。


「
う
ん
」


『
イ
ナ
ホ
は
ス
レ
イ
ン
が
ス
キ
』


　
映
像
が
切
り
替
わ
る
。


「…

そ
う
な
の
か
な
」


　
映
像
が
消
え
る
。


『
タ
ダ
シ
ジ
コ
ノ
イ
チ
ブ
デ
ハ
ナ
イ
』


　
映
像
が…

。
こ
の
記
憶
は…

。


「
自
己
の
一
部
？
」
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『
自
己
の
一
部
ト
ゴ
ニ
ン
ス
ル
コ
ト
ス
ナ
ワ
チ
ア
イ
』


「…
へ
え
」


『
デ
モ
ス
レ
イ
ン
は
チ
ガ
ウ
。
デ
モ
ス
キ
。
セ
ラ
ム
ト
ナ
ニ
ガ
チ
ガ
ウ
？
』


「
セ
ラ
ム…
」


『
セ
ラ
ム
は
ア
セ
イ
ラ
ム
』


　
映
像
が
消
え
る
。
し
か
し
、
脳
裏
に
こ
び
り
付
い
た
泣
き
顔
は
瞼
を
閉
じ
て
も
消
え
は
し
な
い
。


「
何
が
違
う…

か
」


　
何
も
か
も
が
違
う
。
同
じ
と
こ
ろ
な
ん
て
何
も
な
い
。
だ
っ
て
。
僕
は
こ
ん
な
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
も
う
あ
の
頃
に
は
戻
れ
な
い
。
あ
の
涙
を
受
け
止
め
る
こ
と
も
拭
う
こ
と
も
、
本
当
な
ら
見
る

事
さ
え
許
さ
れ
な
い
の
だ
。
見
る
事
で
汚
し
て
し
ま
う
。
記
憶
の
中
で
傷
つ
け
て
し
ま
う
。


　
明
る
い
室
内
。
で
も
こ
こ
は
底
だ
。
世
界
で
一
番
罪
深
い
場
所
。
あ
あ
で
も
僕
は
一
人
で
は
な
い

の
だ
。


『
ス
レ
イ
ン
は
イ
ナ
ホ
が
ス
キ
カ
？
』


　
伊
奈
帆
。
ど
う
し
て
お
前
は
僕
と
い
る
？
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「
分
か
ら
な
い
」


『
ス
レ
イ
ン
は
セ
ラ
ム
が
ス
キ
カ
？
』


　
ア
セ
イ
ラ
ム
姫
。
ど
う
し
て
涙
を
流
す
の
で
す
か
？


「
知
ら
な
い
」


『
ス
レ
イ
ン
は
ア
セ
イ
ラ
ム
が
ス
キ
カ
？
』


　
僕
は
、
貴
方
に
言
え
な
か
っ
た
こ
と
が
。
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
が
沢
山
あ
る
。


「
も
う
、
分
か
ら
な
い
」


『
ぼ
く
は
ス
レ
イ
ン
が
ス
キ
』


　
顔
を
上
げ
る
と
テ
レ
ビ
が
白
と
黒
に
点
滅
し
た
。―

―
―

Ｌ
・
Ｉ
・
Ｋ
・
Ｅ―

―
―




「…

変
な
や
つ
」


『
ナ
ミ
ダ
は
ナ
ゼ
ダ
？
』


「…

知
ら
な
い
」


　
涙
な
ん
か
流
し
て
。
ま
だ
人
の
つ
も
り
だ
ろ
う
か
。
僕
は
。


『
セ
ラ
ム
モ
ナ
イ
テ
イ
タ
』




30

「…

さ
っ
き
見
た
よ
」


　
こ
れ
は
、
傍
か
ら
見
れ
ば
独
り
言
な
の
だ
ろ
う
か
。





「
ス
レ
イ
ン
」


　
い
た
だ
き
ま
す
の
後
、
唐
揚
げ
を
一
つ
口
に
含
ん
で
咀
嚼
。
飲
み
下
し
箸
を
伸
ば
し
た
と
こ
ろ
で

伊
奈
帆
が
僕
の
名
を
呼
ん
だ
。


「
ど
う
し
た
？
」


「…

い
や
、
そ
の
。…

最
近
、
よ
く
笑
う
ね
」


「
そ
う
か
？
」


「
食
欲
も
あ
る
し
、
美
味
し
そ
う
に
食
べ
る
」


　
伊
奈
帆
も
唐
揚
げ
を
口
へ
運
ん
だ
。


「
お
前
の
作
っ
た
も
の
は
美
味
し
い
よ
」


　
ま
ん
丸
に
見
開
か
れ
る
橙
。
の
、
右
目
。
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「…

あ
り
が
と
う
」


　
家
電
の
音
は
聞
こ
え
な
い
。




　
あ
れ
？


　
今
の
は
僕
の
言
葉
だ
っ
た
か
？
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（
６
）




『
お
は
よ
う
ス
レ
イ
ン
』


「
あ
あ
、
お
は
よ
う
」


　
ど
の
部
屋
に
い
て
も
、
何
を
し
て
い
て
も
。
こ
い
つ
に
付
き
合
う
羽
目
に
な
る
。
昨
日
だ
っ
た
か
、

洗
濯
機
が
喋
り
出
し
た
時
は
驚
き
を
通
り
越
し
て
呆
れ
た
。
器
用
な
奴
だ
。


　
今
の
挨
拶
は
最
も
流
暢
に
喋
る
パ
ソ
コ
ン
か
ら
。
僕
が
壊
し
た
次
の
日
、
伊
奈
帆
が
代
替
物
を
両

手
に
抱
え
て
帰
っ
て
き
た
。


『
ワ
ラ
ッ
タ
。
ぼ
く
は
ス
レ
イ
ン
が
ワ
ラ
ウ
ノ
ス
キ
』


「…

そ
う
か
」


『
イ
ナ
ホ
も
ス
レ
イ
ン
が
ワ
ラ
ウ
ノ
ス
キ
』


「
ど
う
し
て
、
そ
う
思
う
ん
だ
？
」


『
ぼ
く
は
イ
ナ
ホ
の
一
部
ダ
ッ
タ
。
ス
キ
な
ヒ
ト
に
ワ
ラ
ッ
テ
ホ
シ
イ
ト
イ
ウ
ノ
イ
ナ
ホ
ノ
コ
ウ
ド

ウ
ゲ
ン
リ
』
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「…

な
る
ほ
ど
な
」


『
ス
レ
イ
ン
は
ス
キ
な
ヒ
ト
ヲ
ド
ウ
シ
タ
イ
カ
？
』


「
僕
は…
」


　
ピ
ピ
、
と
冷
蔵
庫
の
ド
ア
が
鳴
っ
た
。
え
え
と
、
そ
う
。
僕
は
今
お
茶
を
淹
れ
よ
う
と
し
て
。
茶

葉
が
切
れ
て
い
た
か
ら
出
す
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
買
い
置
き
の
紅
茶
の
袋
を
取
り
出
す
。
封
を
切
っ
た
。


「
僕
も
、
好
き
な
人
に
は
笑
っ
て
ほ
し
い
」


　
ピ
ピ
キ
ュ
ル
ル
、
と
冷
蔵
庫
が
返
事
を
し
た
。


『
イ
ナ
ホ
と
オ
ナ
ジ
』


　
保
存
容
器
に
茶
葉
を
移
す
。
濃
厚
な
香
り
が
周
囲
に
広
が
っ
た
。…

こ
れ
は
、
枯
れ
た
植
物
の
に

お
い
。


『
イ
ナ
ホ
は
セ
ラ
ム
が
好
き
。
ス
レ
イ
ン
は
ア
セ
イ
ラ
ム
が
好
き
。
イ
ナ
ホ
も
ス
レ
イ
ン
も
好
き
な

人
に
笑
っ
て
ほ
し
い
。
ナ
ノ
に
ナ
ゼ
タ
タ
カ
ウ
カ
？
』


　
こ
ぼ
れ
た
。
指
先
で
集
め
て
抓
ん
で
テ
ィ
ー
ポ
ッ
ト
に
入
れ
る
。
小
さ
な
欠
片
は
ど
う
し
て
も
取

れ
な
い
。
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「
な
ぜ
だ
ろ
う
な…

」


『
タ
タ
カ
ッ
タ
ノ
ニ
ナ
ゼ
セ
ッ
ク
ス
ス
ル
カ
？
』


　
本
当
、
ど
う
し
て
だ
ろ
う
な
。
そ
れ
は
。





「
ん…

、
ン
ぁ…

！
　
は
っ…

あ
、
ア
ァ…

！
」


　
目
を
瞑
る
。
瞼
を
固
く
固
く
閉
じ
る
。
触
れ
る
場
所
、
動
く
箇
所
、
流
れ
る
感
覚
だ
け
に
意
識
を

集
中
し
よ
う
と
試
み
る
。
気
持
ち
い
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
快
楽
に
没
頭
で
き
る
よ
う
な
、
気
が
す

る
。


「…

ス
レ
イ
ン
」


「
ひ…

っ…
…

！
」


　
声
に
瞼
が
こ
じ
開
け
ら
れ
て
。
思
考
の
波
に
引
き
戻
さ
れ
る
。
あ
あ
駄
目
だ
。
早
く
早
く
失
わ
な

い
と
。
理
性
を
、
記
憶
を
、
正
気
を
。
で
な
い
と
。


　
見
て
い
る
。
見
ら
れ
て
い
る
。
ず
っ
と
。
一
部
始
終
を
。
そ
の
現
実
を
忘
れ
ら
れ
な
い
。
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「…

っ
ぅ
あ
、…

あ
、
い
、
い
な
ほ
、
あ
あ
っ…

!!
」


「…
…

ス
レ
イ
ン
？
」


　
ナ
カ
の
動
き
が
止
ま
っ
た
。
ど
く
ど
く
ど
く
、
と
繋
が
っ
た
場
所
が
心
臓
に
で
も
な
っ
た
か
の
よ

う
に
熱
く
脈
を
打
つ
。
な
の
に
。


「…

泣
い
て
る
の
？
」


　
目
の
端
で
、
固
い
指
先
が
拭
っ
た
も
の
が
何
か
は
知
ら
な
い
。
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『
お
は
よ
う
ス
レ
イ
ン
』


　
日
に
日
に
似
て
く
る
。
こ
の
声
は
。


「…

お
は
よ
う
」


　
ソ
フ
ァ
に
倒
れ
込
む
。
パ
ソ
コ
ン
か
ら
テ
レ
ビ
へ
気
配
が
移
動
し
た
。…

気
配
だ
な
ん
て
、
生
き

物
み
た
い
だ
け
れ
ど
。
気
配
だ
。
気
配
を
感
じ
る
。
こ
の
、
伊
奈
帆
で
あ
っ
た
伊
奈
帆
で
な
い
モ
ノ

の
気
配
を
全
身
に
。
特
に
あ
い
つ
が
い
な
い
時
に
は
。
あ
あ
。
ま
る
で
空
気
に
目
が
あ
る
よ
う
だ
。


　
テ
レ
ビ
が
彼
の
肉
声
に
近
い
音
で
意
思
の
疎
通
を
図
っ
て
く
る
。


『
セ
ッ
ク
ス
は
キ
モ
チ
イ
イ
の
カ
？
　
ク
ル
シ
イ
の
カ
？
』


　
今
日
最
初
の
話
題
が
そ
れ
か
。
そ
う
い
や
こ
い
つ
は
、
初
め
て
現
れ
た
時
も
僕
ら
の
性
交
を
画
面

に
映
し
て
い
た
。
機
械
や
シ
ス
テ
ム
に
欲
な
ど
あ
る
わ
け
も
な
い
が…

。


「
急
に
ど
う
し
た
？
」


『
ヤ
ク
ハ
チ
ジ
カ
ン
マ
エ
ナ
イ
テ
い
た
。
イ
タ
イ
の
カ
？
』
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人
間
み
た
い
な
こ
と
を
言
う
。
も
う
少
し
詳
し
く
言
う
と
、
人
間
の
童
貞
の
聞
き
そ
う
な
こ
と
だ
。

馬
鹿
ら
し
い
。
け
れ
ど
、
こ
い
つ
に
は
そ
れ
も
微
笑
ま
し
い
。


「…

痛
い
け
ど
、
気
持
ち
い
い
ん
だ
」


『
オ
カ
シ
イ
』


　
だ
ろ
う
な
。


「
人
間
な
ん
て
、
大
体
お
か
し
い
ん
だ
」


『
ぼ
く
に
は
ワ
カ
ラ
ナ
イ
』


　
素
直
な
や
つ
だ
。
分
か
ら
な
い
、
な
ん
て
言
え
る
人
間
を
僕
は
伊
奈
帆
と
姫
以
外
知
ら
な
い
。


「
そ
う
か
も
な
」


『
ス
レ
イ
ン
は
セ
ッ
ク
ス
が
好
き
カ
？
』


「
分
か
ら
な
い
」


　
好
き
か
ど
う
か
な
ん
て
、
考
え
た
こ
と
も
な
い
。
相
手
に
よ
っ
て
苦
痛
の
度
合
い
が
違
う
だ
け
だ
。

な
ん
に
せ
よ
、
次
が
あ
っ
て
も
い
い
と
思
う
の
は
伊
奈
帆
だ
け
だ
。


　
ご
う
ん
ご
う
ん
。
何
の
音
か
と
ふ
と
考
え
る
。
そ
う
だ
。
今
洗
濯
機
を
回
し
て
い
る
ん
だ
っ
た
。
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回
す
と
言
っ
て
も
、
僕
は
ボ
タ
ン
を
二
つ
三
つ
押
し
た
だ
け
だ
け
れ
ど
。


　
テ
レ
ビ
。
こ
れ
、
そ
う
い
や
近
頃
本
来
の
用
途
で
起
動
し
た
試
し
が
な
い
な
。
な
ぜ
だ
ろ
う
。


『
ジ
ブ
ン
の
コ
ト
が
分
か
ら
な
い
の
は
ナ
ゼ
カ
？
』


　
ま
た
人
間
み
た
い
な
こ
と
を
言
っ
て
。
そ
ん
な
の
は
こ
っ
ち
が
聞
き
た
い
。


「
僕
は
、
僕
の
事
が
一
番
分
か
ら
な
い
ん
だ
」


『
分
析
ス
ル
カ
ラ
ヤ
ッ
テ
み
て
』


　
や
っ
て
み
て
？


「…

何
を
？
」


『
セ
ッ
ク
ス
し
て
ミ
テ
』


　
こ
い
つ
、
一
体
何
な
ん
だ
？


「
一
人
で
？
」


『
ぼ
く
は
カ
ラ
ダ
が
ナ
イ
』


「…

」


『
好
き
カ
キ
ラ
イ
カ
脈
拍
体
温
瞳
孔
ソ
ノ
タ
肉
体
ノ
反
応
カ
ラ
分
析
ス
ル
。
コ
レ
デ
ジ
ブ
ン
の
事
ガ
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分
か
ル
』


「…
え
っ
と
」


『
体
温
上
昇
。
血
流
が
集
中
ヲ
ハ
ジ
メ…

』


「
分
か
っ
た
分
か
っ
た
、
少
し
黙
っ
て
ろ
」


　
ぷ
ち
、
ぷ
ち
、…

…

プ
チ
。
ジ
ジ
、…

シ
ュ
ル
、…

。


『
寒
い
の
カ
。
室
温
を
上
ゲ
ル
』


「
そ
う
い
う
所
も
、
あ
い
つ
に
そ
っ
く
り
だ
」


　
し
か
し
朝
っ
ぱ
ら
か
ら
リ
ビ
ン
グ
で
全
裸
な
ん
て
、
監
視
カ
メ
ラ
の
向
こ
う
の
連
中
は
気
が
触
れ

た
と
思
う
だ
ろ
う
な
。


『
ぼ
く
は
イ
ナ
ホ
の
一
部
だ
カ
ラ
』


「…

そ
う
か
。
じ
ゃ
あ
、
何
か
僕
に
命
令
し
て
み
る
か
？
」


『
メ
イ
レ
イ
？
』


「
あ
い
つ
が
し
て
る
み
た
い
に
さ
」


『
あ
れ
は
メ
イ
レ
イ
カ
？
』
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質
問
に
は
悪
ふ
ざ
け
も
あ
っ
た
が
、
気
が
変
わ
っ
た
。
こ
の
素
直
さ
は
機
械
だ
か
ら
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
と
も
子
ど
も
だ
か
ら
だ
ろ
う
か
。
昔
の
伊
奈
帆
は
、
こ
ん
な
や
つ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。


「…

そ
う
だ
な
、
命
令
で
は
な
い
か
。
言
葉
を
変
え
る
。
指
示
し
て
み
ろ
よ
」


『
了
解
シ
タ
。
マ
ズ
ソ
フ
ァ
に
ア
オ
ム
ケ
で
ネ
ル
』


「…

本
当
、
あ
い
つ
そ
っ
く
り
」


『
目
を
ト
ジ
ル
』


「…

」


『
耳
を
ス
マ
セ
テ
、
イ
キ
を
ス
ウ
』


「…

」


『…

』


「…

」


『…

』


「…

」


　
真
っ
暗
。
暗
い
。
黒
い
。
裸
の
肌
に
エ
ア
コ
ン
の
生
温
い
風
が
当
た
る
。
耳
が
拾
う
音
。
音
。
音
。
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あ
ん
な
に
静
か
に
思
え
た
の
に
、
こ
ん
な
に
音
が
あ
る
な
ん
て
。
洗
濯
機
。
冷
蔵
庫
。
新
し
い
パ
ソ

コ
ン
テ
レ
ビ
エ
ア
コ
ン
外
の
風
。
循
環
す
る
血
液
の
音
が
体
中
か
ら
。
手
の
指
、
足
の
指
、
腿
、
膝

の
裏
、
肘
、
肩
、
首
、
ご
く
り
と
飲
み
込
む
生
唾
が
喉
の
奥
、
食
道
、
胃
を
通
過
す
る
音
。


　
何
も
着
な
い
で
目
を
閉
じ
て
。
死
人
の
ふ
り
で
も
し
て
い
る
よ
う
だ
。
だ
と
し
た
ら
、
こ
の
住
ま

い
は
大
き
な
棺
桶
か
。
薄
い
壁
一
枚
で
張
り
巡
ら
さ
れ
た
電
流
と
回
線
は
人
の
体
内
に
張
り
巡
ら
さ

れ
た
血
管
と
神
経
に
酷
似
し
て
い
る
。
棺
桶
と
言
う
よ
り
、
胎
児
だ
な
。


　
生
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
胎
児
の
死
体
だ
。
僕
は
。


「
ス
ゥ…

…
…

。
ハ
ァ…

…
…

。
ス
ゥ…

…
…

。
ハ
ァ…

…
…

―
―

―

」


　
呼
吸
は
こ
ん
な
に
煩
か
っ
た
か
。
生
き
て
い
る
か
ら
煩
い
ん
だ
。


　
ピ
ピ…

…

。


　
高
い
場
所
で
何
か
が
鳴
っ
た
。


　
瞼
の
裏
を
幾
重
に
も
流
れ
る
血
液
の
管
。
音
が
。
音
が
耳
を
。
小
さ
な
ノ
イ
ズ
音
。
電
子
が
紡
ぐ

呼
吸
の
音
。


　
そ
し
て
。
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ス
レ
イ
ン
。
ス
レ
イ
ン
。
ス
レ
イ
ン
。
ス
レ
イ
ン…

…
…

ー
ー
ー
。


『
ス
レ
イ
ン
』


　―
―

―
こ
れ
は
、
伊
奈
帆
の
声
。


「
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ…

…

！
！
！
！
」


『
ド
ウ
シ
タ
、
痛
い
の
カ
？
』


　
誰
も
い
な
い
。
天
井
。
ソ
フ
ァ
。
テ
レ
ビ
。
開
か
な
い
窓
か
ら
差
し
込
む
陽
射
し
。
空
調
の
風
。


　
汗
で
び
っ
し
ょ
り
と
濡
れ
た
体
。
冷
た
い
汗
が
覆
う
鳥
肌
を
腕
で
抱
く
。


　
た
だ
。…

た
だ
た
だ
怖
い
。
そ
れ
な
の
に
。


　
何
が
怖
い
の
か
分
か
ら
な
い
。





「
震
え
て
る
。
手
」


　
見
る
と
確
か
に
微
細
動
す
る
自
分
の
手
が
あ
っ
た
。
お
か
し
い
な
。
寒
く
は
な
い
の
に
。
僕
の
身

体
は
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
か
、
と
手
の
ひ
ら
を
凝
視
し
て
い
る
と
握
ら
れ
た
。
伊
奈
帆
の
手
。
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こ
れ
は
伊
奈
帆
の
手
。
伊
奈
帆
の
手
の
中
に
は
僕
の
手
。
そ
れ
だ
け
の
こ
と
な
の
に
。


　
眩
暈
が
す
る
ほ
ど
気
持
ち
悪
い
。


「
あ…
」


「
ス
レ
イ
ン
」


　
み
し
、
と
骨
が
軋
む
く
ら
い
の
腕
の
力
。
苦
し
い
。
で
も
、
僕
は
何
を
苦
し
い
と
思
う
ん
だ
？
　

今
更
。


　
目
の
前
が
暗
く
な
っ
て
反
射
的
に
瞼
を
閉
じ
る
。
聴
覚
が
拾
い
始
め
る
家
電
の
ノ
イ
ズ
音
。
ア
イ

ツ
が
い
る
ん
だ
。
見
て
い
る
。
聞
い
て
い
る
。


「
ス
レ
イ
ン
」


　
心
臓
が
ひ
っ
く
り
返
る
よ
う
な
心
地
。
伊
奈
帆
の
声
だ
。


「
あ
、…

な
、
に
？
」


「
僕
は
君
が
好
き
だ
よ
」


　―
―

ぼ
く
は
ス
レ
イ
ン
が
ス
キ―

―




　
好
き
？
　
ス
キ
？
　
す
き
、
す
キ
、
ス
き
ス
キ
好
き
す
き
ス
キ
す
き
好
き
す
き
ス
キ…

…
…

。
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好
き
っ
て
な
ん
だ
？


「
僕
は…

」


　
頬
に
感
触
。
身
体
に
回
っ
て
い
た
腕
は
い
つ
の
間
に
か
マ
グ
を
二
つ
手
の
中
に
収
め
て
い
た
。
え
っ

と…

こ
こ
は
ソ
フ
ァ
で
、
伊
奈
帆
が
い
て
、
僕
は…

。


　
夕
食
は
食
べ
た
ん
だ
。
そ
れ
で
、
風
呂
は…

う
ん
、
髪
が
少
し
湿
っ
て
い
る
。
風
呂
も
入
っ
た
。

裸
足
だ
。
合
成
繊
維
の
寝
間
着
。
伊
奈
帆
は
キ
ッ
チ
ン
の
流
し
で
カ
ッ
プ
を
洗
っ
て
い
る
。


　
あ
れ
？
　
さ
っ
き
何
を
飲
ん
だ
ん
だ
っ
け
。
コ
ー
ヒ
ー
？
　
紅
茶
？
　
コ
コ
ア
だ
っ
た
か
な…

。


「
お
や
す
み
、
ス
レ
イ
ン
」


　
伊
奈
帆
は
洗
い
物
を
布
巾
で
拭
き
つ
つ
そ
う
言
っ
た
。
僕
は
立
ち
上
が
る
。


「
お
や
す
み
」


　
僕
は
今
日
、
何
を
し
て
い
た
の
だ
っ
た
か
？
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「
ハ
ア…
、
ハ
ァ…

…

っ
！
　
ァ…

」


　
白
い
。
こ
ん
な
に
こ
の
部
屋
は
白
か
っ
た
か
。
壁
も
、
床
も
、
天
井
も
。
あ
あ
、
で
も
よ
く
見
れ

ば
模
様
が
あ
る
。
天
井
に
は
白
地
に
グ
レ
ー
の
幾
何
学
模
様
。
床
に
敷
き
詰
め
ら
れ
た
人
肉
の
断
面

図
の
よ
う
な
木
目
の
長
方
形
。
壁
の
凸
凹
は
ひ
び
割
れ
た
死
体
の
皮
膚
の
よ
う
。
そ
れ
が
白
い
。
い

や
、
白
く
光
っ
て
見
え
る
。
エ
ア
コ
ン
の
風
で
カ
ー
テ
ン
が
揺
れ
、
日
光
が
レ
ー
ス
を
透
過
し
床
は

白
く
輝
く
蟻
の
大
群
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
た
。


『
左
手
ノ
指
を
モ
ウ
イ
ッ
ポ
ン
挿
入
シ
テ
』


　
ザ
ァ
ザ
ァ
煩
い
ノ
イ
ズ
を
バ
ッ
ク
に
、
姿
の
な
い
モ
ノ
が
次
の
指
令
を
下
す
。
こ
い
つ
は
、
い
つ

の
間
に
こ
ん
な
に
流
暢
に
言
葉
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。


「
っ…

ん…

！
」


　
も
う
中
は
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
だ
。
そ
う
言
え
ば
、
こ
こ
数
日
あ
い
つ
と
し
て
い
な
い
。
ど
う
し
て
だ

ろ
う
、
毎
日
同
じ
ベ
ッ
ド
で
眠
っ
て
い
る
の
に
。
昨
日
は
僕
が
先
に
寝
た
。
そ
の
前
は
ど
う
だ
っ
け…
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僕
か
。
一
人
で
ベ
ッ
ド
に
潜
り
込
ん
で
、
気
が
付
い
た
ら
朝
だ
っ
た
。
起
き
た
ら
伊
奈
帆
は
枕
の
形

だ
け
残
し
て
も
う
キ
ッ
チ
ン
に
い
て…

。


　
あ
れ
？


　
何
で
僕
は
こ
ん
な
こ
と
し
て
い
る
ん
だ
っ
け
か…

。


『
右
手
デ
乳
頭
ヲ
抓
ン
デ
捻
ジ
ッ
テ
』


　
言
わ
れ
る
が
ま
ま
投
げ
出
し
て
い
た
右
手
を
の
ろ
の
ろ
と
胸
に
這
わ
す
。
触
れ
る
前
か
ら
痛
い
く

ら
い
固
い
。
人
差
し
指
と
中
指
で
触
る
と
電
流
の
よ
う
な
快
感
が
背
中
を
駆
け
上
が
っ
た
。


「
は
ぁ
っ…

、
あ
、…

ぁ…
！
」


　
も
う
一
度
、
と
何
度
も
ぐ
り
ぐ
り
捏
ね
回
す
。
抓
ん
で
弾
い
て
、
痛
い
く
ら
い
爪
を
立
て
て
、
腰

が
ソ
フ
ァ
の
座
面
か
ら
浮
き
上
が
っ
て
み
っ
と
も
な
く
揺
れ
始
め
た
の
が
分
か
っ
て
も
、
一
人
で
馬

鹿
み
た
い
に
声
を
上
げ
て
も
、
奥
は
欲
し
く
て
熱
く
て
、
も
ど
か
し
さ
で
疼
い
て
止
ま
な
い
。
こ
ん

な
身
体
に
な
っ
た
の
は
い
つ
か
ら
？
　
前
は
こ
ん
な…

―
―

―

。


『
足
を
閉
ジ
テ
腿
を
締
メ
て
』


　
内
壁
が
密
着
し
て
四
本
の
指
を
き
ゅ
う
き
ゅ
う
締
め
付
け
た
。
先
端
か
ら
て
ろ
て
ろ
出
て
く
る
白
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濁
で
掌
と
手
首
は
ど
ろ
ど
ろ
で
、
穴
の
入
り
口
が
ぐ
ぷ
、
ぬ
ち
ゅ
、
と
大
き
く
啼
い
た
。


「
ひ
っ…

、
っ
あ
！
」


　
早
く
出
し
た
い
。
一
気
に
、
も
う
そ
れ
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
早
く
早
く
、
次
は
？
　
次
は
ど
う

し
た
ら
い
い
？


『
前
立
腺
を
擦
ッ
テ
』


　
中
指
を
曲
げ
て
、
何
度
も
小
刻
み
に
動
か
す
。
真
似
を
し
て
。


「
は
、
あ…

…

は
ぁ…

っ…
」


　
固
く
目
を
閉
じ
る
。
暗
く
な
っ
た
気
が
す
る
。
夜
み
た
い
に
。
前
は
あ
い
つ
の
手
、
こ
の
次
ど
こ

を
触
っ
た
？


『
右
手
デ
陰
茎
を
握
ル
』


　
そ
う
だ
。
何
か
恥
ず
か
し
い
こ
と
を
言
っ
て
触
っ
た
。


「…

っ
ふ
、…

…

っ
あ…

！
」


　
期
待
し
た
よ
り
も
ず
っ
と
冷
え
た
手
の
温
度
だ
っ
た
。
思
い
出
し
た
。
あ
い
つ
の
手
は
熱
い
ん
だ
。

最
後
に
親
指
で
裏
筋
を
擦
る
癖
を
な
ぞ
る
。
何
度
か
ゆ
っ
く
り
力
を
込
め
て
、
先
走
り
を
指
で
拭
っ
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て
。


『
精
液
を
絡
メ
て
上
下
ニ
擦
ッ
テ
』


　
そ
う
。
ゆ
っ
く
り
。
だ
ん
だ
ん
は
や
く
。
あ
あ
、
そ
う
。
あ
い
つ
の
手
が
熱
く
て
、
息
が
熱
く
て
、

触
れ
た
場
所
が
熱
く
て
。


「…

は
ッ
、…
は
っ
、
ぁ
、
あ
あ…

っ
！
」


　
も
う
そ
こ
。
そ
こ
ま
で
き
て
る
。
こ
こ
で
い
つ
も
あ
い
つ―

―
―

。


　
ザ
ザ…

…
―

―
―

ジ
ー
、
ジ
ジ
、
ジ
。


　…
…

…

何
の
音
？


「
？
　…

あ…
…

…

っ
、
い
、
っ…

…
！
」


　
頭
は
冷
え
始
め
て
い
る
の
に
、
身
体
は
ラ
グ
を
生
じ
て
高
ま
り
続
け
て
い
る
。
ソ
フ
ァ
を
噛
ん
だ

足
の
指
が
痛
い
。
腰
が
座
面
を
軋
ま
せ
何
度
も
跳
ね
る
。
手
が
二
本
し
か
な
い
の
が
も
ど
か
し
く
て

た
ま
ら
な
い
。
体
中
を
触
っ
て
、
舐
め
て
、
爪
を
立
て
て
そ
し
て
。


「
ぁ
あ
！
　
あ
、
ン
っ…

！
　
は
あ
、
あ
、
ア
、
い―

―
―

!!
」


　
声
を―

―
―

。
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『
ス
レ
イ
ン
』


「
ひ
っ…

…
―

！
」


　―
―

―
…

…

ど
う
し
て
？


　
真
っ
白
に
な
る
。
見
開
い
た
目
に
天
井
の
正
方
形
の
羅
列
。
四
角
四
角
四
角
四
角…

…
…

。
箱
の

形
だ
。
箱
の
天
井
？
　
そ
れ
と
も
底
？


　
で
ろ
、
と
吹
き
出
す
熱
さ
に
体
内
の
温
度
が
全
て
奪
わ
れ
た
よ
う
だ
。
悪
寒
が
し
て
気
分
が
悪
い
。


　
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
ジ
、
と
前
置
き
の
よ
う
な
ノ
イ
ズ
。


『
気
持
ち
イ
イ
か
？
』


「
ハ
ア
、
ハ
ア
、
ハ
ア
、
ハ
ア…

、
ハ
ァ…

…
…

、
ハ
ァ…

…
…

…
…

…
―

―
―

」


　
い
つ
も
の
不
格
好
な
電
子
音
。…

さ
っ
き
の
は
何
だ
？
　
伊
奈
帆
の
声
が…

。


『
射
精
シ
タ
。
気
持
ち
イ
イ
か
？
』


「…
…

…

わ
か
ら
な
い
」


　
今
は
気
絶
す
る
ほ
ど
気
持
ち
悪
い
。


『
オ
キ
シ
ト
シ
ン
、
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
、
プ
ロ
ラ
ク
チ
ン
が
分
泌
。
眠
ル
か
？
』
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眠
れ
そ
う
も
な
い
。
絶
対
に
悪
い
夢
を
見
る
事
が
分
か
る
か
ら
。


　
瞬
き
す
る
と
眩
し
さ
を
感
じ
た
。
そ
う
。
外
は
晴
れ
だ
。
空
は
青
い
だ
ろ
う
か
。


「…
…

…
な
あ
」


『
何
だ
？
』


　
機
械
相
手
に
変
な
こ
と
に
な
っ
た
な
、
と
は
今
更
な
が
ら
思
う
の
だ
け
れ
ど
。
し
か
し
そ
も
そ
も

僕
は
も
と
も
と
壊
れ
て
汚
れ
て
お
か
し
い
ん
だ
か
ら
、
こ
の
く
ら
い
変
で
も
構
い
や
し
な
い
か
。


「
お
前
、
名
前
は
？
」


『
イ
ナ
ホ
』


「…

は
は
」


　
馬
鹿
ら
し
く
て
笑
い
も
続
か
な
い
。
喉
が
嗄
れ
て
少
し
噎
せ
た
。
伊
奈
帆
。
イ
ナ
ホ
。
お
前
の
せ

い
で
も
あ
る
ん
だ
ぞ
、
僕
の
気
が
お
か
し
い
の
は
。
お
前
が
こ
ん
な
も
の
を
着
け
る
か
ら
、
僕
は
お

前
を
殺
す
こ
と
も
で
き
ず
お
前
も
僕
を
殺
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
も
そ
も
は
僕
が
お
前
を
殺
し
損

ね
た
こ
と
が
発
端
か
。
自
業
自
得
と
い
う
や
つ
か
も
し
れ
な
い
な
。


『
正
確
に
は
イ
ナ
ホ
の
一
部
で
あ
っ
た
モ
ノ
。
寝
た
方
が
い
い
』
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「…

そ
の
言
い
方
、
あ
い
つ
そ
っ
く
り
だ
」


　
瞼
が
下
が
る
。
暗
い
。
黒
い
。
意
識
が
薄
れ
る
。
次
々
五
感
を
手
放
す
眠
り
の
淵
、
最
後
に
残
る

の
は
聴
覚
だ
。
知
っ
て
い
る
。


『
お
や
す
み
ス
レ
イ
ン
』


　
暗
闇
は
好
き
だ
っ
た
。
そ
れ
が
怖
く
な
っ
た
の
は
い
つ
か
ら
だ
ろ
う
。





　
毛
布
越
し
の
手
の
感
触
。
消
え
る
照
明
。
隣
に
潜
り
込
む
人
肌
。


「
お
や
す
み
ス
レ
イ
ン
」


　…

今
そ
れ
を
言
っ
た
の
は
誰
だ
？
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（
９
）




　
ジ
、
ジ
ジ…

ジ―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

…
…

…

。




「
ハ
ァ…

！
　
っ…
、
は
あ…

ァ
！
　
ん
っ…

…

、
ふ…

」


『
ス
レ
イ
』


「
っ
ぁ…

！
」


　
ど
ぴ
ゅ
、
ぴ
ゅ…

。


「
ハ
ア…

、
ハ
ア…

、
ハ
ア…

」


『
射
精
完
了
。
眠
る
か
？
』


　
ひ
ど
い
眩
暈
と
倦
怠
感
。
天
井
が
ぐ
る
ぐ
る
回
る
。
さ
っ
き
出
し
た
モ
ノ
が
冷
え
て
下
腹
が
冷
た

い
。…

僕
は
ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
。


　
静
か
に
な
っ
た
家
電
に
独
り
言
を
言
う
。


「…

お
前
、
前
に
言
っ
た
な
。
僕
が
好
き
っ
て
」
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『
ぼ
く
は
ス
レ
イ
ン
が
好
き
』


　
声
は
似
て
い
な
い
。
で
も
、
音
の
高
低
や
間
。
そ
し
て
言
葉
の
選
び
方
が
瓜
二
つ
。
錯
覚
す
る
。

今
は
朝
か
？
　
夜
か
？
　
こ
こ
は
リ
ビ
ン
グ
か
？
　
寝
室
か
？
　
こ
の
声
は
伊
奈
帆
か
？
　
僕
は
誰

か
？


僕
は
「
ス
レ
イ
ン
」
か
？


「…

ど
う
し
て
、
そ
う
思
う
ん
だ
？
」


『
ぼ
く
は
イ
ナ
ホ
と
同
一
で
ア
ッ
タ
頃
ス
レ
イ
ン
の
こ
と
を
考
え
タ
』


「
そ
れ
で
？
」


　
汗
が
冷
え
て
鳥
肌
が
全
身
を
覆
う
。
ま
る
で
丸
焼
き
に
さ
れ
る
ま
え
の
七
面
鳥
だ
。
僕
の
中
に
詰

ま
っ
て
い
る
も
の
は
、
と
て
も
食
べ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
。


『
何
が
目
的
か
。
ス
レ
イ
ン
の
行
動
理
由
を
イ
ナ
ホ
と
考
え
た
。
ゲ
ツ
メ
ン
キ
チ
で
交
戦
し
た
』


「
あ
あ
、
そ
う
だ
」


　
天
井
を
見
つ
め
た
ま
ま
で
も
、
そ
の
光
景
は
脳
裏
に
ま
ざ
ま
ざ
と
蘇
っ
た
。


『
銃
で
撃
っ
た
が
、
意
図
的
に
外
し
た
』
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不
合
理
な
こ
と
を
し
た
も
の
だ
。
ら
し
く
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
お
互
い
様
か
。


『
ぼ
く
は
イ
ナ
ホ
の
身
体
で
セ
ラ
ム
と
話
し
セ
ラ
ム
の
願
い
を
聞
い
た
』


「
お
前
が
？
」


　
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。


『
イ
ナ
ホ
は
ぼ
く
に
脳
の
領
域
を
拡
張
し
て
、
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
し
た
』


　…

意
識
を
失
っ
て
い
た
の
か
。
そ
う
か
。
姫
様
の
願
い
を
直
接
聞
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
か
。
伊

奈
帆
は
全
て
が
終
わ
っ
た
後
で
こ
の
ア
ナ
リ
テ
ィ
カ
ル
エ
ン
ジ
ン
か
ら
事
の
次
第
を
聞
い
た
の
か
。


『
ス
レ
イ
ン
と
カ
タ
フ
ラ
ク
ト
で
戦
っ
た
。
途
中
で
ぼ
く
の
機
能
の
大
部
分
は
イ
ナ
ホ
に
よ
っ
て
停

止
さ
れ
た
』


「
あ
の
時
か…

」


　
量
子
ア
ン
テ
ナ
が
や
ら
れ
た
時
の
銃
撃
戦
だ
。
そ
う
か
。
な
ら
、
そ
の
後
の
行
動
は
伊
奈
帆
が
全

て
し
た
こ
と
だ
。
こ
い
つ
が
喋
っ
た
ら
、
あ
い
つ
は
ト
リ
ガ
ー
を
引
い
た
ろ
う
か
。


『
イ
ナ
ホ
か
ら
分
離
さ
れ
た
ぼ
く
は
イ
ナ
ホ
と
ス
レ
イ
ン
を
探
し
た
』


　
そ
う
し
て
こ
こ
へ
迷
い
込
ん
だ
。
い
や
、
迷
い
込
ん
だ
と
い
う
言
い
方
は
正
し
く
な
い
か
。
こ
い
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つ
は
探
し
当
て
て
辿
り
着
い
た
ん
だ
か
ら
。


『
救
う
と
は
何
だ
。
イ
ナ
ホ
は
カ
タ
フ
ラ
ク
ト
に
接
近
戦
用
の
装
備
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
ス
レ
イ

ン
と
戦
う
こ
と
を
決
め
た
。
イ
ナ
ホ
の
目
的
は
無
力
化
し
連
れ
帰
る
こ
と
。
イ
ナ
ホ
は
ム
カ
エ
ニ
キ

タ
、
と
言
っ
た
』


　
瞼
の
裏
に
、
あ
の
星
の
海
が
浮
か
ん
で
は
消
え
た
。
月
。
基
地
。
戦
禍
の
炎
。
僕
を
目
が
け
て
凄

ま
じ
い
動
き
で
幾
多
の
火
星
兵
を
一
掃
し
や
っ
て
く
る
オ
レ
ン
ジ
色
。



―
―

「
無
駄
だ
と
思
う
が
一
応
聞
く
」―

―






「…

最
初
か
ら
決
め
て
い
た
ん
だ
。
あ
い
つ
は
」


　
僕
を
月
か
ら
引
き
摺
り
出
し
て
地
に
堕
と
す
と
。


『
生
き
る
こ
と
が
救
い
か
？
』


「
違
う
」


『
セ
ッ
ク
ス
が
救
い
か
？
』
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「
違
う
」


『
ゴ
ハ
ン
を
タ
ベ
ル
こ
と
が
救
い
か
？
』


「
違
う
」


　
熱
い
。


『
涙
は
な
ぜ
だ
？
』


「…

分
か
ら
な
い
」


　
い
よ
い
よ
壊
れ
た
み
た
い
だ
。
身
体
か
、
心
か
。
そ
れ
と
も
も
っ
と
別
の
何
か
が
。


『
ど
う
し
て
泣
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？
』


　
人
間
の
よ
う
な
途
方
に
暮
れ
た
色
を
滲
ま
せ
そ
い
つ
は
言
っ
た
。


『
イ
ナ
ホ
が
ぼ
く
に
何
度
も
聞
い
た
。
ス
レ
イ
ン
は
ノ
ヴ
ォ
ス
タ
リ
ス
ク
の
チ
ャ
ン
パ
ー
で
な
ぜ
泣

い
て
い
た
？
』


　
降
り
し
き
る
雪
。
光
を
失
っ
た
闇
。
そ
し
て
銃
声
。




　―

―

「…

コ
ウ
モ
リ
」―

―
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血
。
血
。
血
。
頭
部
か
ら
血
を
流
し
動
き
を
止
め
た
人
間
の
体
。


『
ぼ
く
は
イ
ナ
カ
ッ
タ
か
ら
ワ
カ
ラ
ナ
イ
』


　
お
前
は
僕
の
咎
か
ら
生
ま
れ
た
の
だ
。


『
ぼ
く
は
伊
奈
帆
だ
っ
た
モ
ノ
。
ぼ
く
は
伊
奈
帆
の
目
的
の
た
め
生
ま
れ
た
ア
セ
イ
ラ
ム
を
救
う
た

め
ス
レ
イ
ン
を
探
す
た
め
』


「…

知
っ
て
は
い
た
が
、
馬
鹿
な
や
つ
」


『
伊
奈
帆
は
ス
レ
イ
ン
が
好
き
。
チ
ガ
ウ
？
』


「…

そ
れ
は
、
好
き
と
い
う
感
情
で
は
な
い
よ
」


『
ジ
ャ
ア
何
だ
？
』


　
好
き
っ
て
い
う
の
は
、
嘘
で
も
い
い
か
ら
笑
っ
て
ほ
し
い
っ
て
気
持
ち
だ
。
伊
奈
帆
は
僕
を
好
き

な
ん
じ
ゃ
な
い
。
僕
も
伊
奈
帆
を
好
き
で
は
な
い
。
だ
っ
て
。
僕
ら
は
嘘
つ
き
で
子
ど
も
だ
け
れ
ど
、

も
う
そ
ん
な
夢
を
見
ら
れ
な
い
く
ら
い
知
っ
て
し
ま
っ
た
。
嘘
や
欺
瞞
は
い
つ
か
全
て
を
崩
壊
さ
せ

る
と
い
う
こ
と
を
。
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視
界
に
飛
び
込
む
色
。
割
っ
て
入
る
声
。
邪
魔
で
し
か
な
い
そ
の
行
動
。


「
目
障
り
な
ん
だ
。
お
互
い
」


『
伊
奈
帆
は
ス
レ
イ
ン
が
メ
ザ
ワ
リ
？
』


「
う
ん
」


『
ス
レ
イ
ン
は
伊
奈
帆
が
目
障
り
？
』


「…

う
ん
」


『
ぼ
く
は
ス
レ
イ
ン
が
好
き
』


　
思
わ
ず
顔
を
向
け
る
と
、
テ
レ
ビ
は
控
え
め
に
点
滅
し
た
。―

―

Ｓ
・
Ｍ
・
Ｉ
・
Ｌ
・
Ｅ―

―




「…

お
前
、
本
当
に
あ
い
つ
そ
っ
く
り
」


　
こ
ん
な
状
況
で
笑
え
る
か
、
と
思
っ
た
が
ど
う
や
ら
笑
え
て
い
た
ら
し
い
。
そ
い
つ
が
嬉
し
そ
う

に
画
面
を
白
黒
さ
せ
た
か
ら
。
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（
10
）




『
ス
レ
イ
ン
は
伊
奈
帆
が
目
障
り
？
』


「…

う
ん
」


『
ぼ
く
は
ス
レ
イ
ン
が
好
き
』


　
テ
レ
ビ
が
点
滅
。
マ
イ
ク
が
拾
う
掠
れ
た
笑
い
声
。


「…

お
前
、
本
当
に
あ
い
つ
そ
っ
く
り
」





　
白
衣
の
背
越
し
に
見
え
た
モ
ニ
タ
の
映
像
に
伊
奈
帆
は
眉
を
顰
め
る
。
不
特
定
多
数
の
研
究
員
に

仕
事
と
は
い
え
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
踏
み
込
ま
れ
て
気
分
の
良
い
人
間
は
少
な
い
だ
ろ
う
。


「
ど
う
で
す
か
。
調
子
は
」


　
研
究
員
は
ず
ら
り
と
並
ぶ
端
末
の
画
面
に
目
を
滑
ら
せ
、
幾
つ
か
の
数
値
と
グ
ラ
フ
を
指
で
示
し

た
。
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「
順
調
で
す
。
音
声
言
語
の
習
得
が
早
い
で
す
ね
。
日
常
会
話
は
完
全
に
成
立
し
て
い
ま
す
」


「
ら
し
い
ね
」


　
ア
ナ
リ
テ
ィ
カ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
。
こ
の
左
眼
窩
に
収
ま
っ
て
い
た
英
知
の
瞳
。
解

析
中
の
バ
グ
で
Ａ
Ｉ
の
一
部
が
欠
損
。
重
要
な
パ
ー
ツ
の
大
部
分
は
残
留
し
た
の
で
、
新
型
、
汎
用

型
へ
の
影
響
は
少
な
か
っ
た
。
掛
け
た
ピ
ー
ス
は
消
失
し
た
か
と
思
っ
た
が
。
依
り
代
を
失
い
バ
ー

チ
ャ
ル
を
彷
徨
っ
た
そ
れ
は
見
つ
け
た
。
残
留
思
念
の
よ
う
な
バ
グ
に
よ
っ
て
。


　
か
つ
て
僕
が
探
し
た
よ
う
に
。
そ
れ
も
ス
レ
イ
ン
を
探
し
た
。
そ
し
て
見
つ
け
た
。


「
し
か
し
、
大
丈
夫
で
す
か
ね
。
彼
は
」


　
研
究
員
が
ら
し
く
も
な
く
雑
談
を
漏
ら
し
た
。
集
中
力
と
、
無
駄
口
の
少
な
い
と
こ
ろ
を
買
っ
て

い
る
の
だ
が
。


「
問
題
な
い
。
三
大
欲
求
を
正
し
く
認
識
し
て
昇
華
し
て
い
る
」


「…

ま
あ
、
そ
う
で
す
ね
。
吐
い
て
暴
れ
た
あ
の
頃
に
比
べ
た
ら
」


　
ド
ア
の
凹
み
。


　
風
呂
場
の
汚
れ
。
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壊
れ
た
パ
ソ
コ
ン
。


　
こ
ぼ
れ
た
紅
茶
。


　
ソ
フ
ァ
の
染
み
。


　
日
に
日
に
増
え
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
知
っ
て
知
ら
ぬ
ふ
り
を
す
る
。
寄
生
し
た
過
去
の
記
録
が
精
神
を
蹂

躙
す
る
様
を
一
番
近
く
で
見
続
け
る
。
敵
意
を
意
思
を
力
を
失
い
飛
ぶ
こ
と
を
忘
れ
る
ま
で
。


　
こ
れ
は
独
り
言
か
。
い
い
や
。
こ
れ
は
二
人
言
だ
。
君
と
、
僕
の
捨
て
た
去
っ
た
僕
自
身
と
の
。


　
監
視
カ
メ
ラ
の
映
像
が
並
ぶ
。
家
中
の
至
る
所
。
数
十
の
目
が
常
に
君
を
見
つ
め
て
い
る
。
そ
の

中
に
あ
る
目
の
一
つ
と
一
つ
は
昔
の
僕
と
今
の
僕
。


　…

そ
う
。
逃
げ
ら
れ
な
い
ん
だ
よ
。
僕
か
ら
は
。
も
う
翼
は
畳
め
。
嘴
に
餌
を
捻
じ
込
ん
で
、
爪

を
縛
っ
て
あ
げ
る
か
ら
。


「
続
け
て
く
だ
さ
い
」


「
は
い
」


　
目
の
端
に
映
す
、
コ
ー
ド
で
雁
字
搦
め
に
成
り
果
て
た
義
眼
を
模
し
た
デ
バ
イ
ス
。
中
身
は
ま
だ

空
っ
ぽ
だ
。
空
け
て
あ
る
。
も
う
一
人
の
僕
の
為
に
。
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「
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
は
い
つ
頃
に
な
り
ま
す
か
」


「
そ
う
で
す
ね…

再
来
月
に
は
」


「
来
月
で
は
？
」


「
少
尉
の
頼
み
な
ら
。
で
も
、
い
い
ん
で
す
か
」


　
こ
れ
を
ま
た
装
着
す
る
な
ん
て
。


「
え
え
。
元
々
、
僕
の
一
部
で
す
か
ら
」


　
さ
て
。
そ
ろ
そ
ろ
帰
ろ
う
。
今
日
も
眠
る
彼
を
綺
麗
に
し
て
、
服
を
着
せ
て
、
栄
養
価
の
高
い
食

事
を
用
意
し
て
あ
げ
な
い
と
。
そ
し
て
、
聞
き
た
く
も
な
い
だ
ろ
う
愛
の
言
葉
を
存
分
に
。


「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」


「
は
い
。
界
塚
少
尉
」


　
飛
び
立
つ
本
能
も
正
気
も
希
望
も
消
え
る
頃
。
そ
の
翼
か
ら
羽
を
一
枚
一
枚
毟
り
取
ろ
う
。
あ
の

目
が
聞
い
た
君
の
思
い
出
は
、
僕
が
貰
っ
て
あ
げ
る
か
ら
。



―
―

―

ピ
。
シ
ュ
。
暗
転
。
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白
衣
の
研
究
員
は
モ
ニ
タ
に
目
を
や
り
一
人
ご
ち
る
。


「…

あ
の
人
、
正
気
か
？
」


　
既
に
人
格
を
形
成
し
た
ア
ナ
リ
テ
ィ
カ
ル
エ
ン
ジ
ン
に
、
脳
の
領
域
を
分
け
与
え
る
な
ん
て
。


「
二
つ
の
頭
が
身
を
裂
く
ぞ
」




T
o

 b
e

 co
n

tin
u

e
d

.
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